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さらなる成長に向けて
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2007年度通期予想 （億円）

0707年上年上 0707年下計年下計 0707年度予年度予

2,138売 上 高 2,062 4,200
237営業利益 243 480
116中間純利益 139 255

* ROE：中間純利益×2/期首・期末平均自己資本 ROA:中間営業利益×2/期首・期末平均総資産

R O A －9.7%

54
－

R O E －8.0% －

営業利益率 11.１%11.8% 5411.4%

配 当 11円11円 22円
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売上高・利益成長（過去30年）

営業利益（億円）売上高（億円）

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

'77 '79 '81 '83 '85 '87 '89 '91 '93 '95 '97 '99 '01 '03 '05 '07

0

100

200

300

400

500

600
2007年度に初めて4,000億円に達する見通し⇒

売上高

営業利益
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世界NO.1の製品群 （当社推定）

ポバール樹脂

35%

光学用
ポバールフィルム

80%

人工皮革

導光板向け
メタクリル成形材料

25%25%

65%65%

７７0%0% 80%80%

エバール ビニロン

＜上記の他＞

世界NO.1レベルの
イソプレンケミカル製品群

http://www.kuraray.co.jp/en
http://www.kuraray.co.jp/en
http://www.kuraray.co.jp/en
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海外売上高比率の推移

　　
2001年度2001年度

日本
2,135

アジア他
376

欧州
249

北米
299

3,059億円

30%30%

2006年度2006年度

43%43%

2007年上2007年上

48%48%

2008年度2008年度

50%50%

日本
2,185

日本
1,075

日本
2,270

北米
290 北米

164

北米
470

欧州
632 欧州

405 欧州
730

アジア他
746

アジア他
418

アジア他
1,030

3,853億円 2,062億円 4,500億円

「「GSGS--2121」」計画計画
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　過去7年(01-07年度)の事業買収と売却・縮小

買収 売却・縮小

01.10　ポリエステル長繊維
　　　　　生産能力縮小20,000ｔ→13,000ｔ

01.12　欧州ＰＶＡ関連事業
　　　　　（独クラリアント社）
　　　　　　PVA樹脂 50,000

⇒70,000t/年（05.01増設）
　　　　　　PVB樹脂 16,000

⇒29,000t/年（07.11現在）

03.04　ポリエステル短繊維
　　　　　生産能力縮小40,000ｔ→12,000ｔ

03.12　ビタミンＡ生産停止
04.12　欧州ＰＶＢフィルム事業
　　　　　（独ＨＴＴ社）
　　　　　PVBフィルム26,000t/年

05.09　ＭＭＡモノマー生産合弁解消
　　　　 共同モノマー20,000ｔ
　　　　（生産能力縮小85,000ｔ→65,000ｔ）
　　　　　
05.10　コンタクトレンズ事業売却

05.04　米国ポリアリレート繊維事業
　　　　　（セラニーズ・アドバンスド・
　　　　　　　　　　　　　マテリアル社）
　　　　　　　　マーケティング・販売・開発部門 06.下期　オプトスクリーン事業撤退

売上増加
約380億円（06年度）

07.10　透析事業の統合
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　財務政策

資本効率の向上

　連結配当性向３０％以上

　“GS-21”３年間の株主還元率　７０％を目標

　新事業プロジェクトやＭ＆Ａ資金を必要に応じて外部調達

*

*株主還元率＝（配当金額＋自己株式取得額）/当期純利益

３００億円の自社株買いを実施（0７年６～９月）

<GS-21：06～08年度>
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当社のＭ＆Ａ戦略
酢ビチェーン事業の拡大

ＰＶＡ
フィルムＥＶＯＨ

フィルム

ＥＶＯＨ
樹脂

中空糸
メディカル

中空糸
工業用

乾式不織布

ＰＶＡ繊維

酢酸ビニル
エマルジョン

ＰＶＡ樹脂

＜エクセバール＞

酢酸ビニル

高分子化

モノマー合成

製膜化 繊維化 不織布化

（ビニロン、クラロンＫ-Ⅱ）

独自技術により、川上から川下へ
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長春
10%

DuPont
33%

Celanese
44%

中国
6%

日合
3%

その他
3%

クラレ
1%

北米

136.1千t

中南米

18.9千t

日合
20%

ﾕﾆﾁｶ
12%

信越
6%電化

6%

クラレ
56%

日合
15%

クラレ
27%

長春
35%東洋化学

10%

DuPont
4%

その他
9%

中国
14%Celanese

11%

Clariant
32%

Acetex
10%

日合
9%

クラレ
7%

その他
17%

日本

139.8千t

アジア

134.6千t

欧州

140.8千t

ｵｾｱﾆｱ

2.9千t
クラレ
17%

DuPont
23%

Celanese
37%

日合
8%

長春
4% その他

11%

アフリカ

6.0千t

その他
17%

日合
10%

DuPont
13%

クラレ
26%

Clariant
17%

長春
17%

クラレ
27%

長春
20%

日合
44%

Harlow
9%

2000年　クラレ推定

中国を除く、自消と外販合計

PVA樹脂のマーケットシェア(2000年）
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Clariant社PVA/PVB事業買収(2001.12月)
Clariant社PVA/PVB （旧Hoechst社）事業の意義
・欧州でPVA樹脂No1のポジション獲得
・ PVA樹脂世界No1の確固たる地位構築
・ PVAでのシナジー効果の発現
・ PVB樹脂事業への進出
・優秀な人材の獲得

既存事業の強化・拡大と新事業への進出の両面の意義

Solutia

積水化学

DuPont

Clariant

PVB樹脂の主要用途
　

　　　PVBフィルム（安全ガラス中間膜）
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HTT社PVBフィルム事業買収前(2004.12月)

SOLUTIA
（アメリカ）

PVB樹脂 PVBフィルムPVA樹脂

積水化学
（日本）

クラレ（KEG)

DuPont
（アメリカ）

35.0

HTT
（ドイツ）

⇒ ⇒

PVB樹脂・フィルムメーカーの原料の流れ
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HTT社PVBフィルム事業買収後（2004.12月)

SOLUTIA

(アメリカ)

PVB樹脂 PVB-フィルムPVA樹脂

積水化学
(日本)

クラレ
(日本)

DuPont
(アメリカ) 35.0

PVA,PVB、PVBフィルムの一貫メーカーに
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酢ビチェーン事業の拡大戦略

自社開発とM&Aを融合した事業拡大戦略

M＆Aに
よる拡大

ＰＶＡ
フィルムＥＶＯＨ

フィルム

ＥＶＯＨ
樹脂

中空糸
メディカル

中空糸
工業用

乾式不織布

ＰＶＡ繊維

酢酸ビニル
エマルジョン

ＰＶＡ樹脂

<エクセバール>

酢酸ビニル

高分子化

モノマー合成

製膜化 繊維化 不織布化

ＰＶＢ樹脂

ＰＶＢ
フィルム
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買収後の能力増強

PVA樹脂、PVB樹脂、PVBフィルム、ベクトラン（繊維）
買収後の生産能力増強

(トン)

01 02 03 04 05 06 07

PVA樹脂(KEG) 50,000 70,000 70,000

PVB樹脂(KEG) 16,000 20,000 25,000 29,000 29,000

PVBフィルム(KEG) 26,000 34,000

ベクトラン（クラレ） 250 600 1,000

年度
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今後のM&A戦略

組織対応

経営トップ直属の「戦略企画室」設置(07年4月）

領域の設定
既存事業およびその周辺事業
光学・自動車・エネルギーなど成長領域への機能材料事業
当社にとっての新事業

ターゲット

国外だけでなく国内企業も
優れた技術・製品を有する中小企業
大企業のコアでない事業
企業再編によりコアでなくなった事業
ファンドの保有する企業

ショートリスト
ロングリスト

攻めるM&A
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今後のM&A戦略

2005年 10年後

構造改善・
成熟事業

独自のコア技術で
競争力の基盤を
構築した

基幹素材事業

　　　
　　　　　　　　　　　　

光学材料等の
付加価値事業

独自のコア
技術を磨いて
安定成長する
基幹素材事業

光学材料等の
新成長事業

安定収益・
成熟事業

売上高１兆円企業へ

事業

規模

M&Aによる
2.新成長領域の拡大

3.新規事業
　の獲得

1.既存・周辺事業の拡大
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金額表示は億円未満四捨五入にしております。

本資料中の業績予想、見通し及び事業計画についての

記載は、将来の事業環境・経済状況等に関する現時点での

仮定・推測に基づいています。実際の業績は、これと異なる

結果となる可能性があることをご承知おき下さい。
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